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て可動部分の軽量化を行った．

（ａ）測定容器は図１に示す．図１に示すように測定

容器は径２０ｍｍ，長さ６５ｍｍのアクリルパイプを使用

し，白金電極を３２ｍｍで対置させている．上栓と下栓

の基部にＯリングを使用し溶液がもれるのを防ぐとと

もに上栓に径１ｍｍ程度の穴をあけ，気泡が白金電極

に付着するのを防ぎ，溶液を封入してパイプを上栓で

しめつける際管内の圧力が上昇してパイプが破損しな

いようにしている．

（ｂ）沈降電圧発生装置は図２に示す．従来の沈降電

１．まえがき

海水の沈降電圧を測定するため昭和55年度の南西諸

島海域の海況特別調査に参加し敬天丸に乗船した．硫

黄島近海から奄美近海まで18ケ所の海水を採取し，採

取点での水深，水温，塩分の測定を行った．またこの

海水から発生する沈降電圧を高い精度で測定が行える

よう沈降電圧発生装置を改良し，この装置で海水の沈

降電圧を測定するとともに，１－１価化合物５種類の電

解質溶液の沈降電圧を測定したので報告する．

２．沈降電圧発生装置の改良

発生する沈降電圧を高くして高い精度で沈降電圧を

測定するには可変周波動電形加振器の可動部分の質量

をできるだけ軽量化することが必要である')．このた

め（ａ）海水及び電解質溶液を封入する測定容器をで

きるだけ小さく製作し，（ｂ）電磁シードルを兼ねた

アルミ製カプセルに測定容器を封入していた方式を改

め，カプセルを固定シードルと可動シードルに分離し
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海水および1-1価化合物電解質溶液の沈降電圧測定
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を行っている．この測定にあたって，この装置をシー

ルドボックスにおさめ，地磁気，外部雑音および駆動

電源（100Ｈｚ）の影響を出来るだけ小さくするよう注

意を払っている．

４．測定結果と考察

（１）前節で述べた要領に従って採取地点，採取時の

水深，水温および塩分と沈降電圧の測定結果を表１(1)

～(2)に示す．この結果海水の塩分は平均約34.4銑でほ

とんど変化のないことがわかった．当然のことである

が水深が深くなるに従って水温が下っていることがわ

かる．また海水の沈降電圧は０．“V～0.2叩Ｖの範囲

にあることが明らかとなった．この値を海水を封入す

るかわりに測定容器に海水の電気抵抗（＝25脇）と

等価な抵抗を接続して測定を行ったとき発生する雑音

電圧にかなり近い値となり，海水の沈降電圧はこの雑

音電圧を差し引くと０～0.0卵Ｖとなってしまう．こ

の結果海水からほとんど沈降電圧は発生しないことに

なる．しかし今回の試料だけでは沈降電圧が確かに発

生していないのか，発生しても０～0.0雛Ｖと非常に

小さい値になるのか断定はさけたいと思う．

（２）海水のかわりに1-1価化合物５種類の電解質溶

液についても測定を行ったのでこの結果を図４に示す．

図４より1-1価化合物電解質溶液LiCl，ＮａCl，KCl，

RbCl,ＣｓClの濃度をそれぞれ0.1Ｎから0.001Ｎの無

限希釈溶液まで変化させたときの沈降電圧の測定結果

である．この結果沈降電圧は濃度が0.1Ｎでは小さい

が，無限希釈に近ずくに従って計算値に近ずき，一定

値に集束することがわかる．これは０．１Ｎ付近ではイ

オンの相互利用によって発生電圧が低くなったと考え

られる．図４の測定結果から沈降電圧の集束値（この

値を沈降電圧という）と原子量との関係を表わすと図

５のようになる．図５より陰イオンＣｌ‐を固定して

陽イオンの組合せを変えたとき沈降電圧は原子量の増

加とともに直線上を変化することがわかる．そして陽

イオンの原子量と陰イオンの原子量の差が大きくなる

に従って大きな沈降電圧が発生することがわかる．
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圧発生装置は測定容器をアルミ製カプセルに収納して

振動させる方式であったから可動部分の質量は相当の

重量（2509）になっていた．この部分を図２に示す

ように固定シードル２と可動シードル３に分離した．

すなわち測定容器４を円筒銅板３（可動シールド）に

収納し，これをさらに間隔をおいて円筒銅板２（固定

シールド）で二重にシールドを行っている．この結果

可動部分の質量を589と大幅に軽減することが出来た．

３．測定方法

海水の採取地点は図３に示すとおりである．採取点

の水深,水温および塩分は水産学部練習船敬天丸(860

ｔ）に装備されているＳＴＤにより検出された値を採

用した．海水及び電解質溶液を封入した測定容器を図

２に示す動電形加振器で上下に振動（100Ｈｚ，１ｋｇ重’

振幅0.56ｍｍ）させ，発生する沈降電圧を白金電極で

検出し，これを同軸ケーブルで検出増幅器に導き測定

５．むすび

昭和55年度の南西諸島海域の海況調査に参加して，

海水を採取し海水の沈降電圧を測定した結果0.'～0.2

浬ｖの範囲にあることが明らかとなった．しかし海水

の等価抵抗から発生する雑音電圧を差し引くと０～

0.03〃Ｖと非常に小さな値となった．この値が正しい

Ｉｎｇ

｜<一一'0‘一一>Ｉ
１：Ｌアングル（鉄）

２：固定シールド(画40ｍｍ×110ｍｍ厚み0.4ｍｍ）

３：可動シールド(ﾉ2/21ｍｍ×80ｍｍ厚み0.2ｍｍ）
４：測定容器

５：エボナイト

６：銅板

７：加振器

８：同軸コネクタ

図２沈降電圧発生装置



奄美大島

29.Ｎ

占
ハ、、

0３

躯
32.Ｎ

ゲＰ 鹿
児
島

31.Ｎ

論鵡剤:
；qw，
１筋

○
30.Ｎ

Ｇ

１

６
聯
聯
州

５
の
４
の

２
⑲〃
諏
訪
瀬
島

８

平川・武石・広岡・辺見・鶴留・湯脇島田：海水および1-1価化合物電解質溶液の沈降電圧測定１６９

図３海水採取地

葱
３
③

〃喜界島

28.Ｎ

１２3.Ｅ 129。 130.Ｅ 131．Ｅ 132。Ｅ



鹿児島大学工学部研究報告第23号（1981）

表１－１海水の採取地点および測定結果
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表１－２海水の採取地点および測定結果
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2.4

図４１－１価化合物電解質溶液の濃度による沈降

電圧の変化
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図５沈降電圧と原子量の関係
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力融どうか測定する海水の試料をふやして今後とも研究

を行い，かつ検出器幅器の感度をさらに向上して結論

を出したいと思う．また1-1価化合物５種類電解質溶

液を測定した結果，沈降電圧と原子量との間には比例

関係が成立つことが明らかになった．今後他の1-1価

化合物電解質溶液の測定を行い原子量と沈降電圧との

関係を明らかにしたいと思う．今後の研究に期待する．

おわりに，海水の電気的性質を研究するにあたり本

部事務局および工学部事務局にいろいろと御配慮をい

、一戸、ジーァ～〆、一～ー、〆一シーーーニーヘーーデ、＝ヘンヘジ画、〆、一、〆～ヘーーー副角皇

ただいた．また教養部杉浦教授他にご尽力いただいた

ことに感謝の意を表します．また敬天丸関係では調査

に直接参加下さった各教官はじめ乗組員各位のご協力

に感謝の意を表します．
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